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【 背 景 】

平成 23 年、本 県 南 部 に 位 置 す る 熊 野 牛 複 合 経 営 農 家 に お い て 起 立 不

能 を 呈 す る 肥 育 牛 が 発 生 し た 。 と畜場でのと畜検査結果により Clostridium

perfringens に よ る 壊 死 性 腸 炎 と 診 断 さ れ た 。 そ の 後 、 肥 育 牛 に 壊 死 性

腸 炎 が 続 発 し た た め 、 飼 養 牛 に つ い て 抗 体 価 の 測 定 を 実 施 し た 。 食

肉 検 査 を 担 当 し た 京 都 府 中 丹 西 保 健 所 と の 連 携 の も と 、 衛 生 対 策 指

導 な ら び に 肥 育 牛 へ の 抗 菌 薬 ・ ト キ ソ イ ド 接 種 を 行 っ た 。 こ れ に よ

り 、 壊 死 性 腸 炎 の 発 生 は 収 ま り 、 残 り の 肥 育 牛 に つ い て は 正 常 に 出

荷 さ れ た 。同 時 に 一 部 繁 殖 母 牛 の 抗 体 価 に つ い て も 測 定 し た と こ ろ 、

ト キ ソ イ ド 未 接 種 で あ る に も 関 わ ら ず 本 菌 に 対 す る 抗 体 価 は 高 値 で

あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 本 農 家 に お い て 本 菌 が 常 在 化 し 、 繁 殖 母 牛

は 野 外 株 に よ る 影 響 を 受 け て い る と 示 唆 さ れ た 。 平 成 24 年 9 月 、 本

農 家 は 新 規 に 16 頭 の 肥 育 牛 を 導 入 し た 。 こ れ を 受 け 本 年 は 、 新 規 導

入 肥 育 牛 の C.perfringens に よ る 壊 死 性 腸 炎 を 防 止 す る た め 、 本 農 家 に

お け る 本 菌 の 浸 潤 状 況 と 繁 殖 牛 へ の 影 響 調 査 、 再 発 防 止 に む け た 衛

生 管 理 指 導 を 実 施 し た 。

【 方 法 】

繁 殖 母 牛 29 頭 、 子 牛 6 頭 、 肥 育 牛 16 頭 の 採 血 を 行 い 、 C.perfringens

に 対 す る 抗 体 価 の 測 定 を 株 式 会 社 微 生 物 化 学 研 究 所 に 依 頼 し た 。 新

規 導 入 肥 育 牛 に は 、 ペ ニ シ リ ン 系 抗 菌 薬 と ク ロ ス ト リ ジ ウ ム 5 種 混

合 ト キ ソ イ ド を 接 種 、 3 週 間 後 に 再 度 採 血 を 行 い 抗 体 価 の 測 定 を 依

頼 し た 。 繁 殖 牛 、 肥 育 牛 の 直 腸 内 糞 便 お よ び 農 場 内 土 壌 か ら 本 菌 の

分 離 を 試 み た 。 環 境 中 の 衛 生 対 策 と し て 牛 舎 、 放 牧 地 へ の 石 灰 散 布

を 指 導 し た 。

【 結 果 】

繁 殖 母 牛 、 子 牛 の C.perfringens に 対 す る 抗 体 保 有 割 合 は そ れ ぞ れ

29/29、 2/6 で あ っ た （ 図 1）。 繁 殖 母 牛 で は 月 齢 の 進 ん だ 牛 ほ ど 抗 体 価

が 高 く な る 傾 向 に あ っ た （ 図 2）。 ト キ ソ イ ド 接 種 前 で は 肥 育 牛 の 抗

体 保 有 割 合 は 3/16 で あ っ た が 、 ト キ ソ イ ド 接 種 に よ り 全 頭 が 陽 性 と

な り (図 3)、 抗 体 価 の 有 意 な 上 昇 が 確 認 さ れ た （ 図 4）。 菌 分 離 に よ

り 、 肥 育 牛 16 頭 の う ち 1 頭 の 糞 便 か ら 、 子 牛 8 頭 の う ち 2 頭 の 糞 便

か ら 本 菌 が 分 離 さ れ た が 、 繁 殖 母 牛 の 糞 便 か ら は 分 離 さ れ な か っ た



（ 表 1）。 同 様 に 、 放 牧 地 3 箇 所 の う ち 1 箇 所 の 土 壌 か ら 本 菌 が 分 離

さ れ た が 、 牛 床 か ら は 分 離 さ れ な か っ た （ 表 2）。 調 査 期 間 中 、 本 農

家 に お い て 壊 死 性 腸 炎 を 疑 う 症 例 は 確 認 さ れ な か っ た 。

【 考 察 】

C.perfringens の 分 離 結 果 、 な ら び に 抗 体 検 査 結 果 よ り 本 菌 が 本 農 場

内 に 常 在 し 、 飼 養 牛 は そ の 毒 素 の 影 響 を 受 け て い る こ と が 確 定 さ れ

た 。 導 入 後 ま も な い 肥 育 牛 の 糞 便 か ら 分 離 さ れ て い た こ と か ら も 、

予 防 的 な 抗 菌 薬 と ト キ ソ イ ド の 接 種 は 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。 肥

育 牛 導 入 後 も 本 疾 病 の 発 生 は み ら れ ず 、 ま た 継 続 し た 指 導 の 結 果 、

繁 殖 子 牛 に つ い て も 疾 病 の 低 減 や 市 場 成 績 の 改 善 が 認 め ら れ た （ 表

3, 4, 5）。 加 え て 、 本 農 家 の 飼 養 衛 生 管 理 に 対 す る 意 識 も 向 上 し 、 自

主 的 な 畜 舎 の 消 毒 や 乳 酸 菌 を 含 む 飼 料 の 設 計 な ど に 意 欲 的 に 取 り 組

ん で い る 。 今 後 も 継 続 し て 衛 生 対 策 と 適 切 な 飼 養 管 理 を 行 っ て い く

必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。

本 結 果 を ま と め る に あ た り 、 抗 体 検 査 を 実 施 し て 頂 い た 株 式 会 社

微 生 物 化 学 研 究 所 の 方 々 に 深 謝 い た し ま す 。


